
Ⅷ DI Ⅷ
一十
Ｔ
一
二
＋
一十
一十
一十

MEDRU、  GALLU: 可能性 (Posslb玉ty) +

身体的可能 (Physical po8sibttty)

能力 ●出腱

")
GttU: 許可 (Perlnhgion)

CAEL: 偶発 (Eventuality) 十

提案 〈Sugge蒟 On) 十

許可 (Permission)

起するもの (可能性、偶発、提案)
ァスペクトマーカーのW

は文修飾的 (sentendal)、 共起しないもの (身体的可能、能力)は非 。文修飾

的、両方が混じるもの (許可)は命題の特性のみがWEDlと共起し、事実を述

べる表現になる。セット3は仮定、条件に限った表現で、上記のセット1と 2

を総合した基準で各動詞句を分類している。

5. 6.ま とめ

ウェールズ語の動詞句を①条件文/非条件文、②モダリテイー特性、③時制

特性で分類していくことで、それぞれの活用パラダイム、迂言形式と屈折形式

で現れた場合の違いを概観している。迂言は性質 (dispositional)を、屈折は個

別の出来事 (episodlc)を 表わす傾向にあるが、それは類似した他の動詞句の意

味特性や方言によっても異なる。

hえ銘洲翌〃θ

Pilch,Herbert.1984.“Smcture of Welsh lnaliC.S"滋 鍼 開a′

ヌR月肛I:234‐ 232.

Thomas,Celnwen H.1967.7elsh unality― AP“
…

Stuぽ・S"dh

a`面酸Ⅱ:8‐ 28.

音調とは、発話の調子のことで,例えば、疑問文や不確実な内容の発話の語

尾において音調は上昇傾向にある、ということが出来ます。音調は、発話の中

で目立ちorOnlmellcOを 置きたいところで上昇するなどして先行する音調と声

の大きさや高さを変化させることによって表現されるため、音調変化は日立ち

を持っている音節を頂点として引き起こされます。つまり、 1つの発話の中で

いくつか音調の変化はみられるものです。では音調の研究とはそうした変化の

様子を逐一記述していくことかといえば違います。「こうしたケースでは、こう

いった特徴が見られる」と変化の傾向を見つけることによって、はじめて対象
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言語の音調特徴をつかむことが出来るのです。ここで、PilCb(19841,口 bmaS

(196つ の研究における、音調特徴を提える試みを紹介していきます。

職 h(198→ はまず音を提える概念というものについて考察しています。誰

もが英語はアルフアベツトの子音と母音とで書かれていると知つており、訓練

をうければ発話からその字体を書き起こすことが出来ます。しかし、だれも子

音・母音を逐一聞き取っているわけではないのです。「英語には子音と母音があ

り、発話はそれらの音素により構成されている」という前提があるために、ひ

とはそれに則つて発話を区切り、単語にして、文法力も使って書き起こすこと

ができます。例えば /a/という音素を考えます。この母音を実際に発音したも

のを音声学的に観察すれば一つとして全く同じということはあり得ないのです

が、それらは、一つの音が異なる形 (異音)で何度も繰り返し現れていると判

断されているのです。繰り返し出現する現象に名前をつけ、そしてそれが多く

の人によつても違いを聞き取ることができるという実証を通じて、分析は可能

となるのです。これが音を提える際の共有の概念です。このように、音声分析

を行う際には繰り返し起こり、他とは分類可能な現象について名前をつけ、そ

れを用いて分析を進めていく手法が必要となります。PilCh(1980はウエール

ズ語の音声を聞き、繰り返し出現するビッチ変動の傾向を 6つの記号 (以下参

照)を用いて表現しました。
∞nttuou8         bro■ en

・”
酬
皿

「

し

←

¨

L

上昇といつても、声の高さ (ビ ッチ、pitCh)の違い方、つまり最も低い声か

ら高い声までの急激な上昇か、中程度の声の高さから最高までのややゆるやか

な上昇かといつた区別のを要性も指摘しています。しかし、結論として「この

発話 (例えば断定的なものの言い方をする)では、こういう傾向がみられる」

という指摘が出来ず、あらゆる発話は発話されたコンテクスト (背景の状況)

の情報が必要であると述べています。つまり、繰り返しみられる音調変化の基

本的な6つの動きは提えることができたものの、それがあらわれるか否かは発

話の状況によるという結論にいたつたのです。というのも、ウエールズ語の発

話では音調の位置ですら発話によつて決められるため、コンテクストなしに音

調の形状や程度について予測することが出来ないのです。その理由については

次の章で言及します。

音調は文章の目立ちのある音節にみられるという言及をしましたが、この目

立ちのある音節について考察しています。目立ちのある音節には、その音節に
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ビッチが高い。持続時間が長い。ふり幅が大きいといつた傾向が見られるとい

われ:英語では強勢 (stres8)を持つ音節のことであるとされています。英語の

単語はそれ自体に強勢や副強勢を持っていて、例えば、Christ・ masならば、

前の音節に強勢があります。ある語彙が発話の中で強勢 (目立ち)を持った場

合、その音節において音調の変化が起こり、発話のながれに影響するのですが、

Pilch(1980に よるとウエールズ語はそうではありません。単語自体に強勢は

あるものの、それは発話の中では持続されず目立ちのある音節は発話のなかで

変化するというのです。例として輌HOneddol(a彎)「真実の」は4つの強勢パ

ターンがあることを述べています。これが前の章でふれた音調の捉えにくさの

理由です。そして、これはCamb五an English(ウ エールズ人の話す英語)でも

みられる現象であり、英語を話しているにもかかわらず、強勢の位置が一定で

はないと指摘しています。こうした現象の理由として気音化 (aspllraticrn)によ

る子音の長化も挙げられていますが、いずれにせよ音調の傾向をつかむ、例え

ば英語で言えば、「平叙文の音調は強勢のある音節である程度上昇し、基本的に

は発話のスタートから下降の一途をたどる。」というような指摘は難しい、と結

ばれています。

さて,Thomas(196つ ではTaffVaneyの Nantgrarw地方出身の被験者の協

力を得て、sense grOup(意 味まとまり)1における音調の変化の研究を行つて

います。それには下のような音調記号を用います。

.卿 σ同 ;四 lWbitC)Ψ 岬

量 Ψ

;TWbnt,
へ     ●/

これを、上昇下降の程度によって6つ に下位分類し、さらに2つのパターン

(上 と下の等位 :level)を 加えた 8つの分類をして、発話の分析を行います。

また、意味まとまりには一つの核となる音節 Knucleuoと 、それに先行する

prehead・ nd(この音節もprominttceを 持つ)、 後続する峡mと呼ぶ音節によ

って構成されているとします。また特に核において現れる音調を dmple tune

とします。この記号を用いることで、発話の上下の流れが可視的に表現され、

発話の再生が可能になっています。

lir xin 'earud ,o6 ma ?] (fue you moviog away ftom herc ?)

----;-.---:-
4,. J

1休止oau80によって分断された、1つ もしくはいくつかの単語の集合。
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さて、い masは続いて意味まとまりの中にsimple tuneが複数表れる現象に

触れ、その名称及び出現の様子について言及していますが、何より興味深ぃの

は意味まとまりにおいて音調の変化が見られたとき、後続する音節の音調は先

行する音調の形状によつて影響を受けるという指摘です。つまり、■ OmaSも

うよりも発話の流れに影響されると指

調の形状がどういつたコンテクストで

8つの基本単位がどういつた状況でみ

られるのか実際の発話を例にとつて指摘するにとどめています。

2つの論文の中で、ウエ~ルズ語の音調をとらえる試みとともに、ウエール

ズ語の音調を提えるでも何か現象の特徴を記述する際には、繰り返し起こる事

象を提えてその繰り返しの状況を提えるという姿勢が基本であるという指摘が

なされています。

(編集付記)ThOmaS(196つ はすでに「研究紹介」Rl選 3(6國め夕崚″Rhif

&10‐ 12)において紹介されていますが、ここではPilCh(1984)の 研究との共

通点の指摘をするために敢えて再度紹
↑

します。音調の研究する上で「繰り返

し現れるパターン」を見出すことの重要性を指摘し、PilChの場合は6つのパタ

ーンのビッチ変動、ThOmaSの場合には、核 tnuCleu→ を中心に持つ意味まと

まり (Sense grOup)であると指摘しています。(編集担当幹事)

ⅣemOrab五司
｀

au conadwy meWnAstudiaethau Cymrdr

Rhif 8: 水谷 宏「書き言葉」と「話し言葉」について

カムライグ語について音声学的な立場や言語学的な立場から研究しようとす

る場合は当然のこと、~学習者としてこの言語を習得しようとする場合にも、

「文章カムライグ語」CFば aeg Llenyddolノ Litemtt Welshと、「日常会話カム

ライグ語」Cymraeg Llafarノ Conoqu.al welShと の区別は重要であり、この両

者を混同すると、予期しない誤解が生じることになりかねない。カムライグ語

この両者の間の「境界」を求めることは
に限らず、その他の言語においても、

「丁寧さ」の度合い (筆者自身は、「文法
困難であるが、ごく~般的に言つて、

の拘束性の度合い」として観察することにしている)が、「よりくだけた」方向

に向うと、前者「文章語」は、後者の

は、「より丁寧」な方向に向うと、菫嗜

な立場からの現在の学問的水準であろ

ンド人の地主を例に挙げて、カムライグ語が第一言語ではない、我々のような、

所謂「学習者」け鴫Wrの人たちが、「文章カムライグ語」で話しかけると、親
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